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新 年 明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す ！ 
冬休み中、子どもたちの大きな事故等の報告がなく、無事

３学期を迎えることができたことは、何よりうれしいことで

す。保護者の皆様のご協力に心から感謝申し上げます。 

さて、令和３年がスタートしました。令和２年は、新型コ

ロナウイルスの流行により、様々なことが変わりました。   

しかし、変えてはいけないものは、子どもたちの笑顔だと思います。 

３学期も 3 密を回避し感染拡大防止の工夫をしながら「チーム高瀬 明るく 笑顔で 温かく」

をモットーに教育活動を進めてまいります。保護者の皆様におかれましても、朝の検温をはじめと

する感染防止と安全な生活、そして子どもたちの健やかな成長のためにご協力をよろしくお願いい

たします。放送で行った始業式では、子どもたちに次のような話をしました。 

 

 
あけましておめでとうございます。 
大きなケガや事故にあうことなく、３学期を迎えることができたことを何より嬉しく思います。 
皆さんが、校長先生との約束の一つ「自分の命を自分で守ることにチャレンジ」「心と体の健康を

守ることにチャレンジ」をしっかりできたからだと思います。この約束は、これからの生活でも大
切です。これからも、ぜひ続けてください。 
さて、今日から３学期が始まります。３学期は、特別な学期です。なぜだと思いますか？ 
６年生にとっては、高瀬小学校で過ごす最後の学期であり、２年生と４年生にとっては今のクラ

スで過ごす最後の学期であり、１年生と３年生、５年生にとっても今の教室で過ごす最後の学期と
なります。 
一人一人が、充実した３学期を過ごし、自信と誇りをもって、進学・進級してほしいと強く願っ

ています。そのために、３学期に特にがんばってほしいことについてお話します。 
一つ目は、「感謝を伝えることにチャレンジ」です。 
これまでお世話になった「人・もの・こと」すべてに感謝の気持ちを伝えてください。 
心をこめて「ありがとうございます」の言葉を伝えることができたら、素晴らしいですね。 
校長先生は、スポーツ観戦が好きで、お正月、箱根駅伝やサッカー、ラグビーの全国大会の試合

をみていました。試合前のインタビューにこたえる選手たちの次の言葉が印象に残りました。 
「自分が一生懸命に走る姿、プレイする姿をとおして、お世話になったすべての人に感謝の気持ち
を伝えたい。」試合で勝った選手も負けた選手も最後まであきらめずに全力・本気で走り、プレイ 

している姿をみて、感動しました。 
みなさんも、お世話になった方々へ、全力・本気でいろいろなことにチャレンジするという行動

で感謝を伝えることができたら、さらに素晴らしいですね。 
２つ目は、１年間の目標でもある「夢をもち、いろいろなことにチャレンジし続けよう」です。 
そして、「一生懸命にがんばった、できるようになった」ということを、どんどん増やしていって

ください。その経験が、次への自信につながります。 
３つ目は、やはり「３つのあい」「助けあい、学びあい、高めあい」のできる子どもになってくだ

さい。高瀬小学校の全校児童２４１人、先生方２５人で過ごせる最後の３学期です。普段の生活、
普段の授業でもこの「３つのあい」「助け合い 学び合い 高めあい」ながら、今年度最後のチャレ
ンジをしてください。 
 今年は、丑年です。今、校長先生が話したこの３つをがんばり、一歩一歩 確実に「進歩」して
いける３学期にしましょう。 
そして、一人一人が、自信と誇りをもって中学校への進学、次の学年へ進級できるように、 

最後の最後まで「チーム高瀬」でチャレンジし続けましょう。 
３学期、みなさんのチャレンジを楽しみにしています。 

 

＜お願い＞明日から３連休です。全国的に寒波が予想され、感染拡大も続いています。冬休みに引

き続き、子どもたちの安全な生活へのご協力をよろしくお願いいたします。 


